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研究成果の概要：中咽頭癌6名、上咽頭癌1名の症例を登録し、データはまだ蓄積中である。COVID19の影響で嚥
下内視鏡検査や嚥下圧検査などの検査は実施できなかった。そのため、嚥下機能については経口摂取レベル
（FOIS）で評価した。評価項目は開口範囲、ブローイングレシオ、FOISである。QOLについてはEORTC QLQ-C30と
H＆N35を用いた。
計画では治療後6ヶ月まで評価予定であったが、まだ蓄積中であるので、治療後3ヶ月の評価と治療開始時を比較
した。開口範囲、ブローイングレシオ、FOISについても治療前後でいずれも変化はなかった。いずれの項目でも
治療前と同様であり、訓練の効果を認めた。

研究分野： リハビリテーション

キーワード： 頭頸部癌　化学放射線療法　嚥下障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
頭頸部には摂食・嚥下、発声・構音など、生命維持やQOLに直結する重要な機能が集中しており、進行頭頸部癌
には化学放射線療法(CRT)が選択されることが多くなってきたが、摂食や嚥下に関わる筋肉が照射野に含まれる
ため、開口障害や鼻咽腔閉鎖機能不全、嚥下圧の低下、喉頭挙上障害などにより、治療後に嚥下障害をきたす症
例は少なくない。本研究では、CRT治療中や治療後に言語聴覚士が介入し積極的にリハビリテーションを行うこ
とにより、こうした後遺症を軽減・予防できる可能性を検討したが、治療開始時と治療3ヶ月後では開口範囲、
ブローイングレシオ、経口摂取レベルでは変化はなく、リハビリテーションの効果を認めた。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
頭頸部には視覚や聴覚、平衡感覚、嗅覚などの感覚器や呼吸、摂食・嚥下、発声・構音など、
生命維持や QOL に直結する重要な機能が集中しており、頭頸部癌の治療においては根治ととも
に治療後の QOL の維持がより強く求められる。このため、近年、臓器温存を目的に進行癌に対
しても化学放射線療法(CRT)が選択されることが多くなってきた。しかし、摂食や嚥下に関わる
筋肉が照射野に含まれるため、CRT により繊維化し臓器は温存されているものの、開口障害や
鼻咽腔閉鎖機能不全、嚥下圧の低下、喉頭挙上障害などにより、治療後に嚥下障害をきたす症
例は少なくない。本研究では、CRT 治療中や治療後に言語聴覚士が介入し積極的にリハビリテ
ーションを行うことにより、こうした後遺症を軽減・予防できる可能性を検討する目的で計画
した。 
 
２．研究成果 
7 名の症例を登録し、データはまだ蓄積中である。COVID19 の影響で嚥下内視鏡検査や嚥下圧

検査などの検査は実施できなかった。そのため、嚥下機能については経口摂取レベル（FOIS）
で評価した。評価項目は開口範囲、ブローイングレシオ、FOIS である。QOL については EORTC 
QLQ-C30 と H＆N35 を用いた。 
 結果は、年齢平均 62 歳、胃瘻造設術を行ったのは 7 名中 6 名であるが、6 名とも経口摂取が
可能となり胃瘻は治療終了後から平均 110 日で抜去されている。計画では治療後 6 ヶ月まで評
価予定であったが、まだ蓄積中であるので、治療後 3ヶ月の評価と治療開始時を比較した。 
治療前体重は平均 62 ㎏から治療後 57 ㎏と平均 5 ㎏の減少を認めた。開口範囲は治療前後で

47 ㎜と変化なく、ブローイングレシオも治療前後とも 1であり変化なかった。FOIS についても
治療前後でいずれも 7 と変化はなかった。いずれの項目でも治療前と同様であり、訓練の効果
を認めた。QOL ついては QLQ-C30 と H＆N35 の総得点の平均は治療開始時 93 点、治療 3 ヶ月後
107 点と若干の低下を認めた。また、QOL の項目で、嚥下や開口については下図に示す。データ
登録が完了すれば、解析をすすめ、発表予定である。 
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